
 

１．目的 

 本研究の目的は、幼少期のスポーツ経験が中高生の

運動習慣やスポーツ指向性にどのような影響を与える

のかを調査することである。さらに、その結果を分析

することで、生涯にわたって運動やスポーツに親しむ

ための資質能力を育むことに資する、保健体育の授業

のあり方を検討する。 

 

２．方法 

１）対象者：都内N中学校に通う中学２年生の生徒 

156名ならびに、都立S高等学校に通う 

高校２年生の生徒320名。 

２）調査方法：幼少期のスポーツ系の習い事経験と、 

現在の運動習慣、スポーツ指向性に関 

するアンケートを実施した。また、家 

庭環境の違いが幼少期の運動機会に 

与える影響については、中高生を対象 

に行ったアンケート調査の結果や、公 

的機関が行っている調査結果をもと 

に考察した。 

３）分析方法：アンケートの統計処理には、統計解 

析ソフトSPSS24.0を使用した。公的 

機関が行っている調査には、ベネッセ 

教育総合研究所の調査結果を利用し 

た。 

 

３．結果と考察 

幼少期のスポーツ系の習い事経験によって、幼少期 

時代に獲得した運動好意感が持ち越され、中学生や高

校生現在の運動好意感、運動習慣に影響を与えている

ことが示唆された。さらに、運動好悪感と運動習慣に

も関係性が見られ、運動が好きな生徒は、運動が嫌い

な生徒に比べ、日常的に運動をする習慣がより身に付

いていることが分かった。 

また、幼少期のスポーツ系の習い事経験の有無が与

える、現在の運動、体育に対する好悪感や運動習慣へ

の影響は、中学生の方が高校生に比べて大きいことが

示唆された。これは、中学生は、幼少期のスポーツ系

の習い事経験によって、運動機会が大きく左右され、

運動好悪感に影響を与えているということが推測され

る。その反面、高校生は、幼少期のスポーツ系の習い 

 

事経験だけでなく、中学生時代の体育の授業や部活動

の経験も、運動、体育に対する好悪感に影響を与えて

いることが推測できる。 

また、幼少期のスポーツへのアクセス機会について

は、親の運動嗜好や運動への意識が影響していること

が考えられた。ただし、運動好意感は、スポーツ系の

習い事を自分から主体的にやりたいと思い、習い始め

た子供の方が他者の影響を受けて習い始めた子供より

も得られやすく、子供自身のスポーツに対する主体的

な姿勢も、家庭環境とともに大切であることが示唆さ

れた。 

さらに、幼少期のスポーツ経験には、スポーツサー

ビスの市場化が進み、受益者負担の割合が大きいこと

が分かった。幼少期においては、学校外活動費におい

てスポーツ系の習い事に占める割合が大きく、家庭の

経済状況が、幼少期のスポーツ活動に影響を与えかね

ないことが推測できる。そのため、子どものスポーツ

活動にかける費用は、世帯年収が多い家庭の方が多く、

費用負担についても、負担が重いと感じる家庭は、年々

増えている。一方で、中学生、高校生になると、学校

の部活動にスポーツ活動の場はうつされる傾向が見ら

れた。 

 

４．結論 

調査の結果、運動好意感には、持ち越し効果がある

ことや運動習慣に影響を与えることが考えられた。そ

のため、中学生、高校生が生涯にわたって運動やスポ

ーツに親しむためには、学校体育において、運動の時

間をより多く確保し、運動好意感を育むことが求めら

れる。さらには、スポーツへの主体的な姿勢を育成す

ることで、運動好意感をより高め、運動習慣を身に付

けることにつなげられると考えられる。 
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